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人生には「何をやってもうま
くいかない」時期が必ずあ
ります。 
関係がうまくいかない、仕
事で結果がでない、評価も
悪い、理不尽な指示ばかり
でうんざり、などなど。そ
んなときは、考えれば考え
るほど迷宮に入り込み、や
ればやるほど溝が広がって
しまいますね。 

停滞ならまだしも、「後退」
を感じると人はとたんに焦
りが出てしまいます。何かを
しなければ、と「行動量が
増えてしまう」のです。その
結果、残念ながらマイナスス
パイラルに拍車がかかってい
くというわけです。 

医師になりたての頃、先輩
に「停滞期をどうしたら越
えられますか」と相談した
ことがあります。 

その時、先輩から返ってき
た言葉は 
「越えられる日を待て」 

停滞も後退も必然。そんな
ふうに考えて、じっと停滞期
が過ぎるのを待てというアド
バイスでした。 
「そんなことしたら私はずっ
と停滞期のままじゃないで
すか」といったら、「その
うち停滞していないことに気
がつくから大丈夫だ」とい
うのです。全く何もしないと
いうわけにはいきませんの
で、正確には、いま自分がす
べきことに集中することだ
と教わりました。 
「目先に集中する。来た球
を打つ。」 
私がよくみなさんに言う言
葉はあの時の自分がかけて
もらった言葉なのです。 
耐えるのではなく、いまで
きる最大限のすべきことをし

て、待つ力が停滞期を超える
秘策なのだと。 
 
停滞期というのは理不尽な
外的要因によるものであって
も、結局それが自分の人生
のタイミングということな
のでしょう。人生はそもそ
も自分の思うようにならな
い事柄で満ち満ちているも
のですし、いつも前向き、
ポジティブ、になんていられ
ないものです。 
じっと潮目が変わる日を待
ちましょう。難しいことで
すがどの年代であっても、停
滞期だからこそ育まれるも
のは確かにあります。そして
受け継がれていくものです 

後で振り返ると、停滞期に
育まれたものが、自分の、
事業の、この会社の揺るぎ
ない土台になっていること
に気付く日が来るはずです。 
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